
国際地域学部

カリキュラム・ポリシー

１．現代の地域社会や国際社会の抱えている諸課題を理解，分析するために政治学・

経済学・経営学・社会学，歴史学，宗教，哲学，文化研究をはじめとする人文社会

科学分野に関わる幅広い学識と自然科学分野の基礎的知識を身につける。

２．地域や社会の抱える現実の課題について，専門的な学習と併せ，地域や企業等と

の参加・協働を通して，探究と解決に取り組むことのできる能力を身につける。ま

た，そのために必要な，分析ツールとしての統計，データ処理，調査法等で求めら

れる能力を身につける。

３．グローバル化が進行する社会・地域の中で，広く世界を知り，多文化の中で主体

的に生きていけるために必要な多文化共生を支える異文化理解力とコミュニケーシ

ョン能力を身につける。

ディプロマ・ポリシー

１．幅広い教養と専門的な知識・能力を有している。

２．地域や国際社会の抱える課題と発展可能性を探り，リサーチすることができ，そ

の問題の解決と可能性の実現を通して，グローバル社会の発展と地域創生に貢献す

ることができる。

３．グローバル化する社会において求められる国際的な視野や批判的思考力を身につ

け，英語を中心とする外国語能力も含めた多文化共生を支える異文化理解とコミュ

ニケーション能力をもち，行政・企業・地域等で対応し，活躍することができる。

国際地域学部

教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー）
及び卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）




